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高圧系統用蓄電池を対象とした最適運用サービスの提供開始について 

東京ガス株式会社 

 

東京ガス株式会社（社長：笹山 晋一、以下「東京ガス」）は、このたび、高圧系統用蓄電池を対象とした最

適運用サービス（以下「本サービス」）の提供を開始します。初の案件として、株式会社ライフワン（代表取

締役：坂本 貴志、以下「ライフワン」）と、ライフワンが所有する 5 か所の系統用蓄電池（2MW/8MWh×5

件）について運用受託契約（以下「本契約」）の締結を合意するとともに、ライフワンの今後の新規開発案件

においても東京ガスを優先交渉パートナーとすることで合意しました。 

本サービスは、蓄電池を所有する事業者からの委託を受け、東京ガスが蓄電池設備を運用し、需給調整市

場や容量市場などを対象とした市場取引を実施するものです。東京ガスが強みとする電力トレーディングに

おける価格予測や運用ノウハウを活かし、市場取引を通じて収益の最大化を図ります。なお、東京ガスはこ

れまでも、特別高圧系統用蓄電池を対象として同様のサービスを展開＊1 しており、本サービスはその提供対

象を高圧に拡張するものです。 

＜最適運用サービスのスキーム図＞ 

再生可能エネルギーの普及や電力市場の活性化などを背景に系統用蓄電池の導入が急速に進む中、蓄電池

運用の最適化による事業性向上や、運用のアウトソースのニーズは高まっています。一方で、高圧領域にお

いては、特別高圧領域と比較して一般的にスケールメリットが限られるため、担い手として期待される大手

アグリゲーターのサービスが、ニーズに対して十分に行き届いていない状況です。 

東京ガスはこのようなニーズに広く対応するため、これまでリソースアグリゲーション事業で培ったシス

テム基盤を合理化・応用することにより効率的な運用体制を確立し、設備規模の大小を問わず最適運用サー

ビスの提供を可能としました。 

東京ガスは、2028年度までに、本サービスによる高圧系統用蓄電池の運用設備規模200MWを目指します。

特高領域では既に、2030 年度までに運用設備規模 800MW の目標を掲げて系統用蓄電池事業を推進してお

り、本サービスの展開と併せて系統用蓄電池の普及拡大に貢献し、再生可能エネルギーの導入拡大の一翼を

担っていきます。 



 東京ガスは、グループ経営ビジョン「Compass2030」で「価値共創のエコシステム＊2構築」ならびに「CO2

ネット・ゼロへの挑戦」を掲げています。一人ひとりの暮らしから地域社会にいたるまでの多様な課題を解

決するさまざまなサービスを創出・提供し、お客さまとともにカーボンニュートラル社会の実現に貢献して

いきます。  

東京ガスグループは創立 140 周年を迎えました。東京を越え、ガスを越え、未来を先取りする企業として

挑戦を進めていきます。 

＜参考：本契約において運用受託する蓄電所の概要＞ ※2026 年度下期より順次運転開始予定 

名称 設置場所 設備出力 

ライフワン能代市河戸川発電所 秋田県能代市 1,999kW 

ライフワン犬山市善師野三軒寺発電所 愛知県犬山市 1,994kW 

ライフワン淡路市大町蓄電所 兵庫県淡路市 1,999kW 

ライフワン伊佐市大口大田発電所 鹿児島県伊佐市 1,999kW 

ライフワン洲本市五色町蓄電所 兵庫県洲本市 1,999kW 

 

■ソリューション事業ブランド「IGNITURE（イグニチャー）」＊3について 

 

 

 

 

東京ガスは、「ソリューションの本格展開」に向け、2023 年 11 月、ソリューション事業ブランド「IGNITURE」

を立ち上げました。 「IGNITURE」の下で展開するソリューションにより、ご家庭、法人、地域・コミュニ

ティのお客さまが、「最適化による経済性・利便性・効率性向上などでさらに豊かな未来」と、「脱炭素・レジ

リエンス向上などでサステナブルな生活・事業」を、無理なく両立できます。 

 
＊1：系統用蓄電池の最適運用サービスを提供開始（2025 年 3 月 6 日発表） 

＊2：多くの企業が、それぞれ強みを持つ領域の技術・ノウハウ・知見を持ち寄り新たな価値を創出していく事業生態系 

＊3：IGNITURE の詳細はこちら 

 

以上 

https://www.tokyo-gas.co.jp/news/press/20250306-01.html
https://igniture.tokyo-gas.co.jp/

